
12・アプリの実行 
 

１．Tomcat に用意されているサンプルアプリを確認  

 

１・Web アプリは「tomcat/webapps」の中に配置するので、現在の中身を確認 

 

「ls -al /opt/tomcat」コマンドで 

直下の webappsを確認 

「ls -al /opt/tomcat/webapps」で 

中身を確認 

 

２・「example」の内容を確認 「ls -al /opt/tomcat/webapps/examples」 

 

基本的なアプリの構成になっている 

 

２．サンプルアプリを実行してみる  

 

１・tomcat をスタート、firewalld をストップさせておく 

 

コマンドの最後を「;」で区切ることで、複数のコマンドを一度で実行できる 

 

改行したい場合は 

バックスラッシュ「＼(\)」を入力して改行 
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２・「examples」の「index.html」をブラウザで実行 

 

「http://localhost:3333/examples/index.html」 

サンプルアプリが実行される 

 

 

３．自作アプリを配置する  

 

 

１・自作アプリ（clock.zip）を TeraTerm で転送 

 

 

 

２・「unzip」コマンドをインストールする 

 

「yum -y install unzip」 

で、unzip コマンドをインストールする 

「-y」オプションで、全て「yes」で実行される 
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３・「clock.zip」を解凍して「webapps」に配置 

 

「unzip clock.zip -d /opt/tomcat/webapps」 

「-d」オプションで解凍先を指定 

 

「ls -al /opt/tomcat/webapps」 

「ls -al /opt/tomcat/webapps/clock」 

解凍されて配置されたことを確認 

 

４・ブラウザで自作アプリを実行する 「http://localhost:3333/clock/index.html」 

 

実行できればサーバーへの UP が無事完了 
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